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足
あ

立
だ ち

 初
は つ

雄
お

 議員

　

全
国
の
鳥
獣
被
害
額
は
、
鳥

で
は
カ
ラ
ス
、
獣
類
で
は
鹿
が

１
番
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
が
１
番
多
く
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
侵
入
防
護
柵
の
設
置
が

行
わ
れ
た
。

　

今
後
の
対
策
を
問
う
。

 

平
成
27
年
度
か
ら
行
わ
れ

た
、
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
の
設

置
状
況
と
効
果
の
把
握
は
。

 

環
境
経
済
部
長　

防
護
柵

の
総
延
長
16
・
５
㎞
、
総
事

業
費
１
４
３
９
万
円
で
、
町

の
東
側
の
山
す
そ
に
設
置
。

被
害
額
が
２
５
５
万
円
減
少
。

 

地
元
か
ら
の
情
報
や
要
望

の
把
握
は
。

 

田
畑
や
柵
の
近
く
に
餌
付

け
と
な
る
生
ご
み
を
捨
て
な

い
よ
う
啓
発
、
侵
入
防
止
柵

の
資
機
材
提
供
。

 

柵
の
見
回
り
な
ど
、
監
視

や
補
修
の
対
策
は
。

 

地
元
で
見
回
り
、
防
護
柵

の
下
部
に
侵
入
防
止
柵
を
敷

き
対
処
。

 

監
視
・
補
修
活
動
に
対
す

る
資
金
援
助
の
考
え
は
。

 

防
護
柵
、
ア
ン
カ
、
結
束

線
な
ど
無
償
提
供
す
る
。

　
　

各
地
区
に
見
回
り
監
視
な

ど
資
金
援
助
も
必
要
に
な
り
、

十
分
検
討
し
て
い
く
。

 

防
護
柵
の
内
側
に
い
る
イ

ノ
シ
シ
の
駆
除
対
策
は
。

 

安
全
面
に
配
慮
し
捕
獲
お

り
を
設
置
。

　

　

昭
和
56
年
に
発
行
さ
れ
た
大

草
昭
和
風
土
記
に
「
知
る
こ
と

は
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

郷
土
愛
も
先
祖
へ
の
敬
愛
の
情

も
こ
こ
に
根
差
し
…
…
」
と
あ

る
。

　

愛
す
べ
き
幸
田
町
を
知
る
た

め
、
幸
田
町
史
の
編
集
を
問
う
。

 

今
ま
で
に
編
集
さ
れ
た
史

誌
や
風
土
記
は
、
町
内
に
ど

の
く
ら
い
有
る
か
。

 

教
育
部
長　

幸
田
・
豊
坂

村
史
、
幸
田
町
史
、
鷲
田
風

土
記
な
ど
15
種
類
。

 

販
売
は
ど
こ
で
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
か
。

 

幸
田
町
史
は
中
央
公
民
館

と
郷
土
資
料
館
、
地
域
史
は

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
。
地
域

学
習
な
ど
の
参
考
資
料
に
活

用
。

 

今
後
の
編
集
計
画
は
。

 

40
年
以
上
経
過
し
、
新
し

く
編
さ
ん
し
直
す
時
期
。

 

多
く
の
町
民
に
親
し
ま
れ
、

活
用
さ
れ
る
町
史
の
刊
行
を
。

 

町
長　

学
術
書
な
ど
を
漫

画
で
見
る
機
会
が
多
く
な
り
、

新
た
な
町
史
は
、
ア
ニ
メ
や

写
真
な
ど
入
っ
た
わ
か
り
や

す
い
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
発

行
を
考
え
て
い
る
。

 

い
つ
迄
に
作
る
か
、
早
く

行
動
を
。

 

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

監
視
・
補
修
活
動
に
資
金
援
助
を

十
分
検
討
し
て
い
く

問

答

問

答

イノシシ捕獲用おり

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
さ
つ

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

町民に親しまれる
町史の刊行を

アニメなどの
ダイジェスト版で
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池
い け

田
だ

 久
ひ さ

男
お

 議員

　

前
進
継
続
、
町
長
は
、
前
町

長
か
ら
引
継
ぎ
「
幸
せ
町
づ
く

り
」
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
を
決
意
さ
れ
、
人
こ
そ
が

将
来
へ
と
つ
な
が
る
大
切
な
財

産
で
あ
る
。
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
問
う
。

 

岡
崎
市
と
の
指
令
セ
ン

タ
ー
共
同
運
用
が
１
カ
月
経

過
し
た
。
成
果
と
問
題
点
は
。

 

消
防
長　

町
か
ら
４
人
が

出
向
し
、
職
員
間
の
意
思
疎

通
も
で
き
、
受
信
対
応
で
き

て
い
る
。
問
題
は
な
い
。

 

消
防
本
部
の
24
時
間
安
心

テ
ラ
ス
化
と
は
。

 

町
長　

消
防
本
部
の
元
指

令
室
を
利
用
し
て
、
消
防
職

員
の
任
務
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
も
な
く
、
24
時
間
、
安
全
・

安
心
を
見
守
っ
て
い
く
専
門

的
な
人
が
い
る
体
制
。

 

専
門
性
、
知
識
が
必
要
で

あ
る
が
人
員
体
制
は
。

 

消
防
職
員
Ｏ
Ｂ
・
警
察
・

教
員
な
ど
資
格
を
持
っ
て
い

る
方
を
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
、
実
践
的
な
予
防
防

災
が
学
べ
る
機
能
と
し
た
い
。

 

先
を
見
越
し
た
、
住
民
防

災
会
議
の
考
え
は
。

 

い
ろ
ん
な
地
域
の
中
で
防

災
を
考
え
る
仕
組
み
を
強
化
、

啓
発
し
て
い
く
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
所
と
し
て
、

安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
が
住
民
広
場
で
あ
る
。
設
置

の
考
え
は
。

 

本
町
の
住
民
広
場
の
設
置

地
域
と
数
は
。

 

住
民
こ
ど
も
部
長　

幸
田

学
区
で
３
カ
所
、
中
央
学
区

で
１
カ
所
、
荻
谷
学
区
で
１

カ
所
、
深
溝
学
区
で
２
カ
所
、

豊
坂
学
区
で
４
カ
所
で
あ
る
。

 

い
こ
い
の
場
と
し
て
活
用

し
、
活
性
化
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
。
設
置
理
由
は
。

 

地
域
住
民
の
健
康
増
進
、

住
民
相
互
の
連
帯
感
の
育
成

を
目
標
と
定
め
、
小
学
校
、

保
育
園
、
広
場
な
ど
も
考
え
、

地
元
な
ど
の
要
望
に
基
づ
き

設
置
し
て
い
る
。

 

具
体
的
な
対
策
は
。

 

各
行
政
区
、
各
学
区
を
含

め
、
現
段
階
で
は
充
足
し
て

い
る
と
認
識
。

 

設
置
に
向
け
て
の
考
え
は
。

 

必
要
性
な
ど
も
含
め
、
今

後
、
設
置
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
。

消防本部のテラス化とは問

24時間専門的な人がいる体制答

一 般 質 問

問

答

テラス化が予定されている消防本部

住民広場の設置を

必要性含め
設置に向け進める

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
さ
つ

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え


